
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

○ 19

定期考査
○ ○ 1

３

学

期

３章
　３節　酸化還元反応

【知識及び技能】
　日常生活や社会との関連を図りなが
ら，酸化還元反応について理解すると
ともに，科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本的な技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】　
　酸化還元反応についての観察，実験
などを行い，科学的に探究する力を養
う。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸化還元反応に関心をもち、主体
的・科学的に探究しようとする態度を
養う。

・酸化と還元
・酸化剤と還元剤
・酸化還元反応の起こりやすさ
・身のまわりの酸化還元反応

【知識・技能】
・酸化還元反応に関する基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付けている。
・酸化還元反応に関する観察，実験の基本的な技
能を修得している。
【思考・判断・表現】
・表や図のデータなどから物質の性質を分析でき
る能力を身に付け，観察，実験の過程や結果およ
び数的な処理から，自ら考えを導き出したり，実
験報告書を作成したり，発表したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・代表的な物質の化学変化に注目し，酸化還元反
応と関連付けて考察しようとするとともに，主体
的・意欲的にそれらを探究しようとする。

○ ○

13

定期考査
○ ○ 1

３章
　２節　酸と塩基

【知識及び技能】
　日常生活や社会との関連を図りなが
ら，酸と塩基について理解するととも
に，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本的な技能を
身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】　
　酸と塩基についての観察，実験など
を行い，科学的に探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸と塩基に関心をもち、主体的・科
学的に探究しようとする態度を養う。

・酸と塩基
・水素イオン濃度とpH
・中和反応と塩の生成
・中和滴定

【知識・技能】
・酸と塩基に関する基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けている。
・酸と塩基に関する観察，実験の基本的な技能を
修得している。
【思考・判断・表現】
・表や図のデータなどから物質の性質を分析でき
る能力を身に付け，観察，実験の過程や結果およ
び数的な処理から，自ら考えを導き出したり，実
験報告書を作成したり，発表したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・代表的な物質の化学変化に注目し，酸と塩基と
関連付けて考察しようとするとともに，主体的・
意欲的にそれらを探究しようとする。

○ ○ ○

○ ○ 1

1

２

学

期

３章
　１節　物質量と化学反応式

【知識及び技能】
　日常生活や社会との関連を図りなが
ら，物質量と化学反応式について理解
するとともに，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する基本
的な技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】　
　物質量と化学反応式についての観
察，実験などを行い，科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質量と化学反応式に関心をもち、
主体的・科学的に探究しようとする態
度を養う。

・原子量と分子量・式量
・物質量
・溶液の濃度
・化学反応式

【知識・技能】
・物質量と化学反応式に関する基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身に付けている。
・物質量と化学反応式に関する観察，実験の基本
的な技能を修得している。
【思考・判断・表現】
・表や図のデータなどから物質の性質を分析でき
る能力を身に付け，観察，実験の過程や結果およ
び数的な処理から，自ら考えを導き出したり，実
験報告書を作成したり，発表したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・代表的な物質の化学変化に注目し，物質量と化
学反応式と関連付けて考察しようとするととも
に，主体的・意欲的にそれらを探究しようとす
る。

○ ○ ○ 15

定期考査

定期考査
○ ○

1

２章　
　１節　イオン結合
　２節　共有結合と分子間力
　３節　金属結合
　４節　化学結合と物質
　
【知識及び技能】
　日常生活や社会との関連を図りなが
ら，化学結合について理解するととも
に，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本的な技能を
身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】　
　化学結合についての観察，実験など
を行い，科学的に探究する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学結合に関心をもち、主体的・科
学的に探究しようとする態度を養う。

・イオン結合とイオン結晶
・共有結合
・分子間力
・共有結合からなる物質
・金属結合
・物質の分類

【知識・技能】
・化学結合に関する基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けている。
・化学結合に関する観察，実験の基本的な技能を
修得している。
【思考・判断・表現】　
・表や図のデータなどから物質の性質を分析でき
る能力を身に付け，観察，実験の過程や結果およ
び数的な処理から，自ら考えを導き出したり，実
験報告書を作成したり，発表したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・代表的な物質の化学変化に注目し，化学結合と
関連付けて考察しようとするとともに，主体的・
意欲的にそれらを探究しようとする。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○

態 配当
時数

１

学

期

１章
　１節　物質の探究
　２節　物質の構成粒子

【知識及び技能】
　日常生活や社会との関連を図りなが
ら，物質の構成粒子について理解する
とともに，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基本的な
技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】　
　物質の構成粒子についての観察，実
験などを行い，科学的に探究する力を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の構成粒子に関心をもち、主体
的・科学的に探究しようとする態度を
養う。

・物質の分離と精製
・物質と元素
・物質の三態と熱運動
・原子の構造
・イオンの生成
・周期表

【知識・技能】
・物質の構成粒子や熱運動と物質の三態に関する
基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に
付けている。
・物質の構成粒子に関する観察，実験の基本的な
技能を修得している。
【思考・判断・表現】　
・表や図のデータなどから物質の性質を分析でき
る能力を身に付け，観察，実験の過程や結果およ
び数的な処理から，自ら考えを導き出したり，実
験報告書を作成したり，発表したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・代表的な物質の化学変化に注目し，物質の構成
粒子と関連付けて考察しようとするとともに，主
体的・意欲的にそれらを探究しようとする。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変
化について理解するとともに，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に
付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

（１・２・３・４・７・８組：足立、５・６組：桑江）

化学基礎 academia（実教出版）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （１組・２組・５組・７組：長尾 嘉崇）、（３組・４組・６組・８組：森下 忠志）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70

○ 15

　3節　生態系と生物の多様性
　4節　生態系のバランスと保全

・生態系における生物の種多様性について理解させる。
・生物の種多様性と生物間の関係性とを関連付けて理解させる。
・捕食によって物質とエネルギーが移動することを理解させる。
・生態系のバランスと，人為的攪乱によりそのバランスが崩れる場合
があることを理解させる。
・生態系の保全の重要性について認識させる。
・自然環境の保全に寄与する態度を育てる。

【知識・技能】
・生態系のバランスや，生態系の保全の重要性について理解している。　
【思考・判断・表現】　
・生態系の保全の重要性について，生物の多様性の視点から考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生物が多様であることを，食物網や間接効果と関連付けて理解しようとする。
・生態系のバランスや，生態系を保全することが重要であることを理解しようとする。

○ ○ ○

5

合計

３
学
期

第4章　生物の多様性と生態系
　1節　植生とその成り立ち
　2節　植生とバイオーム

・生物は環境からの影響を受けながら存在し，生態系には多様な生物
が存在することを理解させる。
・環境形成作用により土壌が形成されることを理解させる。
・植生内の光環境の変化や土壌の発達によって遷移が進行することを
理解させる。
・気温や降水量の違いにより，地球上には多くのバイオームが成立し
ていることを理解させる。
・遷移の結果として森林・草原・荒原のバイオームとなることを理解
させる。

【知識・技能】
・陸上には，森林・草原・砂漠などの多くの植生がみられ，植物をとり巻く環境や構成種に
より植生が変わっていくことを理解している。
・植生の遷移についてその過程を理解している。　
【思考・判断・表現】　
・資料に基づいて，遷移の要因を見いだして理解することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・資料に基づいて，植生が変化する要因を見いだし，その要因が植生にどのように影響する
かを理解しようとする。

○ ○

・ヒトには異物を排除する防御機構が備わっていることを見いだして
理解させる。
・病原体の侵入を防ぐための，異物を認識し，排除するしくみを理解
させる。
・免疫のしくみの概要を取り上げ，体液性免疫や細胞性免疫について
理解させる。
・一次応答と二次応答の違いを理解させ，同じ疾患に二度かかりにく
い理由を考察させる。
・ヒトの身近な免疫疾患について理解させる。

【知識・技能】
・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理解している。　
【思考・判断・表現】　
・資料に基づいて，異物を排除する防御機構が備わっていることを見出して理解することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理解しようとする。

○ ○ ○ 10

1

２
学
期

第3章　ヒトのからだの調節
　1節　体内環境
　2節　体内環境の維持のしくみ

・動物が体内環境をもち，外界からの影響を適切に調節していること
を理解させる。
・恒常性により，体内環境が保たれていることを理解させる。
・体液を調節することで，体内環境が保たれていることを理解させ
る。
・体内環境の調節に，神経系と内分泌系が関わっていることを理解さ
せる。
・体内環境の維持とホルモンの働きとの関係を見いだして理解させ
る。

【知識・技能】
・体内環境が一定の範囲に保たれることとその意味を理解している。　
【思考・判断・表現】　
・体の調節に関する観察，実験などを行い，体内での情報の伝達が体の調節に関係している
ことを見いだして理解することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察，実験に基づいて，体内での情報の伝達が体の調節に関係していることを見いだし，
理解しようとする。 ○ ○ ○ 15

　3節　免疫

定期考査
○ ○

7

　2節　遺伝情報とタンパク質の合成 ・さまざまな生命現象にはタンパク質が関わっていることに触れ，そ
れらタンパク質がDNAの遺伝情報に基づいて合成されることを理解させ
る。
・DNAからタンパク質が合成される際には，転写・翻訳が行われること
を理解させる。
・すべての遺伝子が細胞内でつねに発現しているわけではないことを
理解させる。

【知識・技能】
・遺伝子の発現について理解し，細胞ごとに特定の遺伝子が発現することを理解する。
【思考・判断・表現】　
・DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成される過程を体系的に考察し，表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・DNAの塩基配列の情報に基づいて，タンパク質が合成されることを理解しようとする。

○ ○ ○ 7

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA

・DNAの構造や性質を，研究史を展開しながら理解させる。
・DNA，遺伝子，ゲノムの関係性を理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に，複製され質・量ともに均等に分配されるこ
とにより遺伝情報が伝えられることを理解させる。
・DNAの複製・分裂は細胞周期にあわせて行われることを理解させる。

【知識・技能】
・DNAが二重らせん構造であること，そのため，2本鎖の塩基配列は相補的であることを理解
している。
・ゲノム，遺伝子，染色体，DNAの関係を理解している。
・体細胞分裂が行われる際に，遺伝情報の同一性が保たれることを理解している。
【思考・判断・表現】　
・DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ゲノムと遺伝子，染色体，DNAの関係について理解しようとする。

○ ○ ○

5

定期考査
○ ○ 1

　2節　細胞とエネルギー ・生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解させる。その際，
呼吸と光合成の概要を扱う。
・代謝の反応が行われるときに，酵素がどのように関与しているのか
理解させる。
・光合成や呼吸がATPを合成する反応であることを理解させる。

【知識・技能】
・生命活動に必要なエネルギーを，呼吸や光合成から得ていることを理解している。
・生体内で行われる化学反応は，酵素が触媒していることを理解している。　
【思考・判断・表現】　
・資料に基づき，DNAの構造を科学的に見いだすことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体内で行われる化学反応は，酵素が関わっていることを理解しようとする。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

第1章　生物の特徴
　1節　生物の多様性と共通性

・様々な生物の比較に基づいて，生物は多様でありながら共通性を
もっていることを見いだして理解する。
・生物が共通性を保ちながら進化し多様化してきたこと，共通性は起
源の共有に由来することを理解させる。
・生物に共通する性質は細胞であることを理解させる。また，細胞に
も原核細胞と真核細胞があることを細胞の内部構造とともに理解させ
る。

【知識・技能】
・生物の共通性と多様性について，すべての生物で細胞が共通の構造であることを理解して
いる。
【思考・判断・表現】　
・資料や実験をもとに，生物に共通する性質を見いだし表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生物の共通性を，実験や観察を通して見いだし，理解しようとする。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物や生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解
するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能が身に付いていることを目指
す。

観察，情報の収集，仮説の設定，実験の計画，実験によ
る検証，調査，データの分析・解釈，推論などの探究の
方法が習得できていること。科学的に探究する力が育ま
れていることを目指す。

生物や生物現象に対して主体的に関わり，それらに対す
る気付きから課題を設定し解決しようとする態度など，
科学的に探究しようとする態度が養われることを目指
す。

生物基礎(実教出版)

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め，見通しをもって観察，実験などを行うことができる。

観察，実験などを行うことを通して，科学的に探究する能力と態度をもち、表現することができる。

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的な自然観を育成する。

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者： （ 1組：白石・2組：桑江・3組：足立・4組：白石・5組：白石・6組：桑江・7組：白石・8組：白石 ）

使用教科書： （ 化学 academia（実教出版） ）

教科 の目標：

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

科目 の目標：

有機化合物とその構造 ・ 有機化合物の特徴と分類

【 知　識　及　び　技　能 】 ・ 官能基 【知識・技能】

・ 異性体

・ 元素分析

・ 構造決定

【思考・判断・表現】　

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

脂肪族炭化水素 ・ アルカン

【 知　識　及　び　技　能 】 ・ アルケン 【知識・技能】

・ アルキン

【思考・判断・表現】　

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

酸素を含む脂肪族化合物 ・ アルコール

【 知　識　及　び　技　能 】 ・ エーテル 【知識・技能】

・ アルデヒド

・ ケトン

・ カルボン酸

・ エステル 【思考・判断・表現】　

・ 油脂

【思考力、判断力、表現力等】 ・ セッケンと合成洗剤

【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

芳香族化合物　 ・ ベンゼン

【 知　識　及　び　技　能 】 ・ 芳香族炭化水素 【知識・技能】

・ フェノール類

・ 芳香族カルボン酸

・ 芳香族ニトロ化合物

・ 芳香族アミン 【思考・判断・表現】　

・ 混合物の分離

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

高分子化合物 ・ 高分子化合物の特徴

【 知　識　及　び　技　能 】 ・ 重合の種類 【知識・技能】

【思考・判断・表現】　

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

天然高分子化合物 ・ 糖

【 知　識　及　び　技　能 】 ・ アミノ酸 【知識・技能】

・ タンパク質

・ 核酸

【思考・判断・表現】　

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

合成高分子化合物　 ・ 合成繊維

【 知　識　及　び　技　能 】 ・ プラスチック（合成樹脂） 【知識・技能】

・ 機能性高分子化合物

・ ゴム

【思考・判断・表現】　

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

【学びに向かう力、人間性等】

合計

70

○ 1

合成高分子化合物　に関心をもち、主体的・科学的
に探究しようとする。合成高分子化合物　に関心をもち、主体

的・科学的に探究しようとする態度を身
に付ける。

定期考査
○

1

3

学

期

○ ○ ○ 16

合成高分子化合物　についての観察，実
験などを行うことを通して，基本的な概
念や原理・法則の理解を図るとともに，
観察，実験などに関する技能を身に付け
る。

合成高分子化合物　についての基本的な概念や原
理・法則を理解し、観察，実験などに関する技能を
身に付けている。

合成高分子化合物　についての観察，実験の過程や
結果および数的な処理から，自ら考えを導き出した
り，実験報告書を作成したり，発表したりできる。合成高分子化合物　についての観察，実

験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

定期考査
○ ○

○ ○ ○ 15

天然高分子化合物についての観察，実験
などを行うことを通して，基本的な概念
や原理・法則の理解を図るとともに，観
察，実験などに関する技能を身に付け
る。

天然高分子化合物についての基本的な概念や原理・
法則を理解し、観察，実験などに関する技能を身に
付けている。

天然高分子化合物についての観察，実験の過程や結
果および数的な処理から，自ら考えを導き出した
り，実験報告書を作成したり，発表したりできる。天然高分子化合物についての観察，実験

などを行い，科学的に探究する力を養
う。

天然高分子化合物に関心をもち、主体的・科学的に
探究しようとする。天然高分子化合物に関心をもち、主体

的・科学的に探究しようとする態度を身
に付ける。

高分子化合物についての観察，実験など
を行うことを通して，基本的な概念や原
理・法則の理解を図るとともに，観察，
実験などに関する技能を身に付ける。

高分子化合物についての基本的な概念や原理・法則
を理解し、観察，実験などに関する技能を身に付け
ている。

高分子化合物についての観察，実験の過程や結果お
よび数的な処理から，自ら考えを導き出したり，実
験報告書を作成したり，発表したりできる。高分子化合物についての観察，実験など

を行い，科学的に探究する力を養う。

高分子化合物に関心をもち、主体的・科学的に探究
しようとする。高分子化合物に関心をもち、主体的・科

学的に探究しようとする態度を身に付け
る。

○ 1

○ ○ ○ 2

芳香族化合物　に関心をもち、主体的・科学的に探
究しようとする。芳香族化合物　に関心をもち、主体的・

科学的に探究しようとする態度を身に付
ける。

定期考査
○

1

2

学

期

○ ○ ○ 8

芳香族化合物　についての観察，実験な
どを行うことを通して，基本的な概念や
原理・法則の理解を図るとともに，観
察，実験などに関する技能を身に付け
る。

芳香族化合物　についての基本的な概念や原理・法
則を理解し、観察，実験などに関する技能を身に付
けている。

芳香族化合物　についての観察，実験の過程や結果
および数的な処理から，自ら考えを導き出したり，
実験報告書を作成したり，発表したりできる。芳香族化合物　についての観察，実験な

どを行い，科学的に探究する力を養う。

定期考査
○ ○

酸素を含む脂肪族化合物についての観
察，実験などを行うことを通して，基本
的な概念や原理・法則の理解を図るとと
もに，観察，実験などに関する技能を身
に付ける。

酸素を含む脂肪族化合物についての基本的な概念や
原理・法則を理解し、観察，実験などに関する技能
を身に付けている。

酸素を含む脂肪族化合物についての観察，実験の過
程や結果および数的な処理から，自ら考えを導き出
したり，実験報告書を作成したり，発表したりでき
る。

酸素を含む脂肪族化合物についての観
察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

酸素を含む脂肪族化合物に関心をもち、主体的・科
学的に探究しようとする。酸素を含む脂肪族化合物に関心をもち、

主体的・科学的に探究しようとする態度
を身に付ける。

○ 1

○ ○ ○ 8

脂肪族炭化水素に関心をもち、主体的・科学的に探
究しようとする。脂肪族炭化水素に関心をもち、主体的・

科学的に探究しようとする態度を身に付
ける。

定期考査
○

有機化合物とその構造に関心をもち、主体的・科学
的に探究しようとする。有機化合物とその構造に関心をもち、主

体的・科学的に探究しようとする態度を
身に付ける。

○ ○ ○ 8

脂肪族炭化水素についての観察，実験な
どを行うことを通して，基本的な概念や
原理・法則の理解を図るとともに，観
察，実験などに関する技能を身に付け
る。

脂肪族炭化水素についての基本的な概念や原理・法
則を理解し、観察，実験などに関する技能を身に付
けている。

脂肪族炭化水素についての観察，実験の過程や結果
および数的な処理から，自ら考えを導き出したり，
実験報告書を作成したり，発表したりできる。脂肪族炭化水素についての観察，実験な

どを行い，科学的に探究する力を養う。

配当
時数

１

学

期

○ ○ ○ 8

有機化合物とその構造についての観察，
実験などを行うことを通して，基本的な
概念や原理・法則の理解を図るととも
に，観察，実験などに関する技能を身に
付ける。

有機化合物とその構造についての基本的な概念や原
理・法則を理解し、観察，実験などに関する技能を
身に付けている。

有機化合物とその構造についての観察，実験の過程
や結果および数的な処理から，自ら考えを導き出し
たり，実験報告書を作成したり，発表したりでき
る。

有機化合物とその構造についての観察，
実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

化学的な事物・現象についての観察，実験などを行
うことを通して，基本的な概念や原理・法則の理解
を図るとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する技能を身に付ける。

化学的な事物・現象を対象に，探究の過程を通し
て，実験の計画・検証，データの分析・解釈などの
探究の方法を習得している。また，報告書を作成し
たり発表したりして，科学的に探究する力を身に付
ける。

化学的な事物・現象に対して主体的に関わり，それ
らに対する気づきから課題を設定し解決しようとす
る態度など，科学的に探究しようとする態度を身に
付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

八王子東 理科 化学
理科 化学 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

3

定期考査 ○ ○ 1

第２節　電流
・電流，電圧，電気抵抗
の相互の関係と熱作用を
理解させる。
【知識及び技能】
③オームの法則と様々な
抵抗の接続や合成抵抗，
電流の熱作用との関係に
ついてわかる。
④導体の長さや断面積に
よる電気抵抗の違いを調
べる観察と実験を行い，
電気抵抗にかかわりのあ
る量について調べ，表す
ことができる
【思考力、判断力、表現
力等】　
③電流，電圧，電気抵抗
の関係について導線内の
自由電子の動きと，発生
する熱に関連づけて考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
②電力や電力量について
振り返って，日常生活や
社会に生かそうとする。

Ａ電流と電圧
Ｂ電気抵抗
Ｃ抵抗の接続
Ｄ電力と電流の熱作用

【知識及び技能】
③オームの法則と様々な抵抗の接続や合成
抵抗，電流の熱作用との関係についてわ
かっているか。
④導体の長さや断面積による電気抵抗の違
いを調べる観察と実験を行い，電気抵抗に
かかわりのある量について調べ，表すこと
ができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
③電流，電圧，電気抵抗の関係について導
線内の自由電子の動きと，発生する熱に関
連づけて考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
②電力や電力量について振り返って，日常
生活や社会に生かそうとしたか。

○ ○ ○

3

第

4

部

　

電

気

と

磁

気

第

１

章

　

静

電

気

と

電

流

第１節　静電気
・静電気と電子について
理解させる。
【知識及び技能】
①静電気と電子，電荷と
電気量についてわかる。
②導体，絶縁体，半導体
と，半導体を応用した技
術についてわかる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①静電気と電子を関連づ
け，電荷と電気量につい
て考えることができる。
②導体，半導体，絶縁体
について説明することが
でき，半導体の応用技術
について考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間
性等】
①電気に関わる法則に興
味をもち，静電気の原理
や，導体・絶縁体・半導
体のそれぞれの性質つい
て調べようとする。

Ａ静電気
Ｂ電荷と電気量
Ｃ電子
Ｄ導体・不導体・半導体

【知識及び技能】
①静電気と電子，電荷と電気量についてわ
かっているか。
②導体，絶縁体，半導体と，半導体を応用
した技術についてわかっているか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①静電気と電子を関連づけ，電荷と電気量
について考えることができたか。
②導体，半導体，絶縁体について説明する
ことができ，半導体の応用技術について考
えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①電気に関わる法則に興味をもち，静電気
の原理や，導体・絶縁体・半導体のそれぞ
れの性質ついて調べようとしたか。 ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 2

第２節　音源の振動
・気柱の共鳴，弦の振動
及び音波の性質を理解さ
せる。
【知識及び技能】
②弦の振動と気柱の振動
などを通して，共鳴・共
振のような現象が起こる
原理がわかる。
③音源の振動を調べる観
察と実験を気柱などを利
用して行い，共鳴・共振
やうなりといった音の性
質を調べ，表すことがで
きる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
②音源の振動による現象
について，弦や気柱の性
質と関連づけて考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
②音波の性質について振
り返って，日常生活や社
会に生かそうとする。

Ａ共振・共鳴
Ｂ弦の固有振動
Ｃ気柱の固有振動

【知識及び技能】
②弦の振動と気柱の振動などを通して，共
鳴・共振のような現象が起こる原理がわ
かっているか。
③音源の振動を調べる観察と実験を気柱な
どを利用して行い，共鳴・共振やうなりと
いった音の性質を調べ，表すことができた
か。
【思考力、判断力、表現力等】　
②音源の振動による現象について，弦や気
柱の性質と関連づけて考えることができた
か。
【学びに向かう力、人間性等】
②音波の性質について振り返って，日常生
活や社会に生かそうとしたか。 ○ ○ ○

○ ○ 3

第２節　波の性質
・波の性質について，直
線状に伝わる場合を中心
に理解させる。
【知識及び技能】
②波の性質と媒質の端の
違いによる反射波の性質
をを理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現
力等】　
③波の性質から，2つの波
の独立性や重ね合わせの
原理，定常波を理解し，
反射波の種類を考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
②波の性質について振り
返って，日常生活や社会
に生かそうとする。

Ａ波の独立性と重ね合わせの原理
Ｂ波の反射
Ｃ定在波

【知識及び技能】
②波の性質と媒質の端の違いによる反射波
の性質をを理解することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
③波の性質から，2つの波の独立性や重ね合
わせの原理，定常波を理解し，反射波の種
類を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
②波の性質について振り返って，日常生活
や社会に生かそうとしたか。

○ ○ ○ 2

第

3

部

　

波

第

１

章

　

波

の

性

質

第１節　波の伝わり方
・波の種類やその違い,波
が伝わる際の媒質の変化
を理解させる。
【知識及び技能】
①波には縦波と横波があ
り，それぞれの違いを理
解することができる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①波形の移動における周
波数や位相について説明
することができ，媒質の
振動を関連づけて考える
ことができる。
②波がエネルギーと情報
を運ぶことについて考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
①波とは何か，周波数や
位相の違いによって媒質
をどのように伝わるかに
興味をもち，縦波と横波
の違いを調べようとす
る。

Ａ波とは
Ｂ波形の移動と媒質の振動
Ｃ周期的な波
Ｄ波の位相
Ｅ横波と縦波
Ｆ波が運ぶエネルギー・波が伝え
る情報

【知識及び技能】
①波には縦波と横波があり，それぞれの違
いを理解することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①波形の移動における周波数や位相につい
て説明することができ，媒質の振動を関連
づけて考えることができたか。
②波がエネルギーと情報を運ぶことについ
て考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①波とは何か，周波数や位相の違いによっ
て媒質をどのように伝わるかに興味をも
ち，縦波と横波の違いを調べようとした
か。

○
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音

第１節　音波の性質
・音波の伝わり方と音の
三要素を理解させる。
【知識及び技能】
①音波と音の三要素など
の性質と，可聴音や超音
波についてわかる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①音波の性質と様々な音
について考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間
性等】
①音波の伝わり方につい
て振り返って，日常生活
や社会に生かそうとす
る。

Ａ音波
Ｂ音の速さ
Ｃ音の三要素
Ｄ可聴音と超音波
Ｅうなり

【知識及び技能】
①音波と音の三要素などの性質と，可聴音
や超音波についてわかったか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①音波の性質と様々な音について考えるこ
とができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①音波の伝わり方について振り返って，日
常生活や社会に生かそうとしたか。

○ ○ 4

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ 2

第２節　熱量
・熱とその量及びその移
動について理解させる。
【知識及び技能】
③熱量が保存されること
を理解することができ
る。
④熱平衡の温度を測定
し，熱量の保存されるこ
とを調べることができ
る。
【思考力、判断力、表現
力等】　
②熱量と物質の三態を，
熱容量と比熱に関連づけ
て考えることができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
③熱の移動や物質の三態
について振り返って，日
常生活や社会に生かそう
とする。

Ａ熱量と温度変化
Ｂ潜熱
Ｃ熱の移動と熱平衡

【知識及び技能】
③熱量が保存されることを理解することが
できたか。
④熱平衡の温度を測定し，熱量の保存され
ることを調べることができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
②熱量と物質の三態を，熱容量と比熱に関
連づけて考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
③熱の移動や物質の三態について振り返っ
て，日常生活や社会に生かそうとしたか。

○ ○ ○ 2
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第１節　熱と温度
・熱と温度について，原
子や分子の熱運動という
視点から理解させる。
【知識及び技能】
①熱と温度とは何である
か理解することができ
る。
②熱による物質の変化を
理解することができる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①熱とエネルギーを関連
づけて考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間
性等】
①熱運動と，物理量とし
ての熱を理解し，熱と仕
事の変換について調べよ
うとする。
②熱と温度について振り
返って，日常生活や社会
に生かそうとする。

Ａ温度
Ｂ物質の三態と分子の熱運動
Ｃ内部エネルギー
Ｄ熱膨張

【知識及び技能】
①熱と温度とは何であるか理解することが
できたか。
②熱による物質の変化を理解することがで
きたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①熱とエネルギーを関連づけて考えること
ができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①熱運動と，物理量としての熱を理解し，
熱と仕事の変換について調べようとした
か。
②熱と温度について振り返って，日常生活
や社会に生かそうとしたか。 ○

第３節　熱と仕事の変換
・熱と仕事の変換につい
て理解させる。
【知識及び技能】
⑤熱から仕事への転化
を，熱機関に関連づけて
理解することができる。
⑥エネルギーの保存と変
換，熱の移動による不可
逆変化について理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
③熱運動のエネルギーと
仕事を関連づけ，エネル
ギー変換の熱機関への応
用を考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間
性等】
④熱と仕事の関係につい
て振り返って，日常生活
や社会に生かそうとす
る。

Ａ仕事と熱運動のエネルギー
Ｂ熱機関
Ｃエネルギーの変換と保存
Ｄ不可逆変化

【知識及び技能】
⑤熱から仕事への転化を，熱機関に関連づ
けて理解することができたか。
⑥エネルギーの保存と変換，熱の移動によ
る不可逆変化について理解することができ
たか。
【思考力、判断力、表現力等】　
③熱運動のエネルギーと仕事を関連づけ，
エネルギー変換の熱機関への応用を考える
ことができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
④熱と仕事の関係について振り返って，日
常生活や社会に生かそうとしているか。

○

○ ○ 2

第４節　力学的エネル
ギーの保存
・力学的エネルギー保存
の法則を仕事と関連づけ
て理解させる。
【知識及び技能】
⑤保存力が仕事をすると
き，物体の運動エネル
ギーと位置エネルギーが
相互に変換することで，
力学的エネルギーが保存
されることがわかる。
⑥力学的エネルギー保存
の法則を調べる観察と実
験を行い，保存力と仕事
の関係を分析し，得られ
た結果を記録しようとし
ている。
【思考力、判断力、表現
力等】　
④物体の運動エネルギー
と位置エネルギーが相互
に変換することと，それ
らの和が一定に保たれる
ことを，力学的エネル
ギー保存の法則として確
認している。
【学びに向かう力、人間
性等】
④力学的エネルギーの保
存や保存力について振り
返って，日常生活や社会
に生かそうとする。

Ａ力学的エネルギー
Ｂ力学的エネルギーの保存
Ｃ保存力と力学的エネルギーの保
存
Ｄ保存力以外の力が仕事をする場
合

【知識及び技能】
⑤保存力が仕事をするとき，物体の運動エ
ネルギーと位置エネルギーが相互に変換す
ることで，力学的エネルギーが保存される
ことがわかっているか。
⑥力学的エネルギー保存の法則を調べる観
察と実験を行い，保存力と仕事の関係を分
析し，得られた結果を記録しようとしてい
るか。
【思考力、判断力、表現力等】　
④物体の運動エネルギーと位置エネルギー
が相互に変換することと，それらの和が一
定に保たれることを，力学的エネルギー保
存の法則として確認していたか。
【学びに向かう力、人間性等】
④力学的エネルギーの保存や保存力につい
て振り返って，日常生活や社会に生かそう
としたか。

○ ○ ○ 2

○ ○ 2

第２節　運動エネルギー
・運動エネルギーについ
て，仕事と関連づけて理
解させる。
【知識及び技能】
②運動エネルギーは物体
に対する仕事で測られる
ことがわかる。
③運動エネルギーを調べ
る観察と実験を行い，仕
事の量によって得られた
結果を記録することがで
きる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
②仕事を行うことで運動
エネルギーが変化するし
くみを，仕事の量と関連
づけて考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間
性等】
②運動エネルギーを表す
式について振り返って，
日常生活や社会に生かそ
うとする。

Ａエネルギー
Ｂ運動エネルギー
Ｃ運動エネルギーの変化と仕事

【知識及び技能】
②運動エネルギーは物体に対する仕事で測
られることがわかっているか。
③運動エネルギーを調べる観察と実験を行
い，仕事の量によって得られた結果を記録
することができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
②仕事を行うことで運動エネルギーが変化
するしくみを，仕事の量と関連づけて考え
ることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
②運動エネルギーを表す式について振り
返って，日常生活や社会に生かそうとした
か。

○ ○ ○ 2
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第１節　仕事
・物理における仕事とは
何かを理解させる。
【知識及び技能】
①仕事，仕事の原理，仕
事率という基本的な概念
から，力学的な仕事を計
算する方法がわかる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①仕事・仕事の原理，仕
事率に関して，計算式を
利用し考察することがで
きる。
【学びに向かう力、人間
性等】
①仕事が力学的にどのよ
うな意味をもつか，力学
的エネルギーとはどのよ
うなものかを調べようと
する。

Ａ仕事
Ｂ力の向きと変位の向きとが異な
る場合の仕事
Ｃ仕事の符号
Ｄ仕事の原理
Ｅ仕事率

①仕事，仕事の原理，仕事率という基本的
な概念から，力学的な仕事を計算する方法
がわかっているか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①仕事・仕事の原理，仕事率に関して，計
算式を利用し考察することができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①仕事が力学的にどのような意味をもつ
か，力学的エネルギーとはどのようなもの
かを調べようとしたか。

○

第３節　位置エネルギー
・位置エネルギーについ
て，仕事と関連づけて理
解させる。
【知識及び技能】
④位置エネルギーは基準
面から，物体が弾性力や
重力に逆らって移動した
仕事で表せられることが
わかる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
③位置エネルギーと仕事
を関連づけて考えること
ができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
③位置エネルギーを表す
式について振り返って，
日常生活や社会に生かそ
うとする。

Ａ重力による位置エネルギー
Ｂ弾性力による位置エネルギー

【知識及び技能】
④位置エネルギーは基準面から，物体が弾
性力や重力に逆らって移動した仕事で表せ
られることがわかっているか。
【思考力、判断力、表現力等】　
③位置エネルギーと仕事を関連づけて考え
ることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
③位置エネルギーを表す式について振り
返って，日常生活や社会に生かそうとして
いるか。

○

5

定期考査 ○ ○ 1

第３節　様々な力と運動
・様々な力がはたらくと
きの物体の運動を理解さ
せる。
【知識及び技能】
⑤摩擦力や浮力，圧力な
ど物体にはたらく様々な
力と，その作用による物
体の運動がわかる。
⑥物体にはたらく摩擦力
を調べ，表すことができ
る。
【思考力、判断力、表現
力等】　
④力のつり合いや運動方
程式から，物体の運動を
考えることができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
③摩擦力や浮力など，
様々な力について振り
返って，日常生活や社会
に生かそうとする。

Ａいろいろな運動と運動方程式
Ｂ摩擦力がはたらく場合
Ｃ空気抵抗がはたらく運動
Ｄ圧力と浮力

【知識及び技能】
⑤摩擦力や浮力，圧力など物体にはたらく
様々な力と，その作用による物体の運動が
わかったか。
⑥物体にはたらく摩擦力を調べ，表すこと
ができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
④力のつり合いや運動方程式から，物体の
運動を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
③摩擦力や浮力など，様々な力について振
り返って，日常生活や社会に生かそうとし
たか。

○ ○ ○

Ａ慣性の法則
Ｂ運動の法則
Ｃ運動の三法則
Ｄ重さと質量
Ｅ単位と次元

【知識及び技能】
③運動の三法則がわかっているか。
④物体の質量や物体にはたらく力を変えて
物体の運動を調べ，運動の様子をグラフに
表すことができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
③力がはたらいた物体の運動の様子から運
動の三法則を確認し，グラフを作成して運
動方程式を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
②運動の三法則とその法則にかかわる物理
量の関係について振り返って，日常生活や
社会に生かそうとしているか。

○ ○ ○ 5
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第１節　力
・物体にはたらく力のつ
り合いを理解させる。
【知識及び技能】
①力の性質や力のつり合
いを理解し，物体にはた
らく力を表したり，合
力・分力を描いたりする
ことができる。
②力のつり合いを調べ，
弾性力や作用・反作用を
力学的な法則を使って分
析し，表すことができ
る。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①平面内の力のつり合い
を考えたり，合力・分力
を考えたりすることがで
きる。
②重力と垂直抗力など，
作用・反作用の関係を物
体にはたらく力としてと
らえ，考えることができ
る。
【学びに向かう力、人間
性等】
①物体の運動に興味をも
ち，力の性質や力がはた
らいたときの物体の運動
を調べようとする。

Ａ力の表し方
Ｂいろいろな力
Ｃ力の合成と分解
Ｄ力のつり合い
Ｅ作用と反作用

【知識及び技能】
①力の性質や力のつり合いを理解し，物体
にはたらく力を表したり，合力・分力を描
いたりすることができたか。
②力のつり合いを調べ，弾性力や作用・反
作用を力学的な法則を使って分析し，表す
ことができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①平面内の力のつり合いを考えたり，合
力・分力を考えたりすることができたか。
②重力と垂直抗力など，作用・反作用の関
係を物体にはたらく力としてとらえ，考え
ることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①物体の運動に興味をもち，力の性質や力
がはたらいたときの物体の運動を調べよう
としたか。 ○ ○ ○ 4

第２節　運動の法則
・運動の三法則を理解さ
せる。
【知識及び技能】
③運動の三法則がわか
る。
④物体の質量や物体には
たらく力を変えて物体の
運動を調べ，運動の様子
をグラフに表すことがで
きる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
③力がはたらいた物体の
運動の様子から運動の三
法則を確認し，グラフを
作成して運動方程式を考
えることができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
②運動の三法則とその法
則にかかわる物理量の関
係について振り返って，
日常生活や社会に生かそ
うとする。

定期考査 ○ ○

3

第３節　落体の運動
・物体が落下する際の運
動の特徴および物体には
たらく力と運動の関係に
ついて理解させる。
【知識及び技能】
⑤落体の運動を理解する
ことができる。
⑥落体の運動の様子を調
べ，x-tグラフやv-tグラ
フに表すことができる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
④落体の運動について考
えることができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
⑤落体の運動の様子につ
いて考えようとする。
⑥落体の運動について振
り返って，日常生活や社
会に生かそうとする。

Ａ落下運動
Ｂ自由落下
Ｃ鉛直投射
Ｄ放物運動

【知識及び技能】
⑤落体の運動を理解することができたか。
⑥落体の運動の様子を調べ，x-tグラフやv-
tグラフに表すことができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
④落体の運動について考えることができた
か。
【学びに向かう力、人間性等】
⑤落体の運動の様子について考えようとし
たか。
⑥落体の運動について振り返って，日常生
活や社会に生かそうとしたか。

○ ○ ○ 4

第２節　加速度
・物体が直線上を運動す
る場合の加速度を理解さ
せる。
【知識及び技能】
③物体の加速度や加速度
運動を理解することがで
きる。
④等加速度直線運動をす
る物体を調べ，x-tグラフ
やv-tグラフで表すことが
できる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
②物体の加速度を考えた
り，加速度運動のx-tグラ
フやv-tグラフを考えたり
することができる。
③物体の速度の変化の様
子を表すことができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
③物体による速度の変化
の様子に興味を持ち，そ
の違いについて調べよう
とする。
④加速度についての探究
を振り返って，日常生活
や社会に生かそうとす
る。

Ａ加速度
Ｂ等加速度直線運動

【知識及び技能】
③物体の加速度や加速度運動を理解するこ
とができたか。
④等加速度直線運動をする物体を調べ，x-t
グラフやv-tグラフで表すことができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
②物体の加速度を考えたり，加速度運動の
x-tグラフやv-tグラフを考えたりすること
ができたか。
③物体の速度の変化の様子を表すことがで
きたか。
【学びに向かう力、人間性等】
③物体による速度の変化の様子に興味を持
ち，その違いについて調べようとしたか。
④加速度についての探究を振り返って，日
常生活や社会に生かそうとしたか。

○ ○ ○

3

第

1

部

　

物

体

の

運

動

と

エ

ネ

ル

ギ

ー

第

1

章

　

物

体

の

運

動

第１節　速度
・物体の運動の基本的な
表し方について，直線運
動を中心に理解させる。
【知識及び技能】
①物体の変位や速度など
を理解し，等速直線運動
を理解することができ
る。
②物体の運動を測定し，
x-tグラフやv-tグラフで
表すことができる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①物体の変位や速度など
を考えたり，x-tグラフや
v-tグラフから物体の運動
を考えることができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
①物体の運動に興味をも
ち，物体の直線運動など
を調べようとする。
②物体の運動の表し方に
ついて振り返って，日常
生活や社会に生かそうと
する。

Ａ速さ
Ｂ変位と速度
Ｃ等速直線運動
Ｄ速度の合成
Ｅ相対速度

【知識及び技能】
①物体の変位や速度などを理解し，等速直
線運動を理解することができたか。
②物体の運動を測定し，x-tグラフやv-tグ
ラフで表すことができたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①物体の変位や速度などを考えたり，x-tグ
ラフやv-tグラフから物体の運動を考えるこ
とができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①物体の運動に興味をもち，物体の直線運
動などを調べようとしているか。
②物体の運動の表し方について振り返っ
て，日常生活や社会に生かそうとしている
か。

○ ○ ○ 3

態 配当
時数

１

学

期

序章

・探究の過程や活動時に
必要なグラフの作成方
法，有効数字の概念につ
いて理解させる。
【知識及び技能】
①探究の過程を理解する
ことができる。
②有効数字を理解するこ
とができる。
③データをもとにグラフ
を作成することができ
る。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①真空が認められるまで
の逸話について，探究の
過程との対応を考えるこ
とができる。
②物理量の測定と分析に
興味をもち，考えたりす
ることができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
①グラフの描き方・扱い
方について振り返って，
日常生活や社会に生かそ
うとする。

物理学で自然を探究する 【知識及び技能】
①探究の過程を理解することができたか。
②有効数字を理解することができたか。
③データをもとにグラフを作成することが
できたか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①真空が認められるまでの逸話について，
探究の過程との対応を考えることができた
か。
②物理量の測定と分析に興味をもち，考え
たりすることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①グラフの描き方・扱い方について振り
返って，日常生活や社会に生かそうとした
か。

〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・観察や実験を通して，さまざまな自然現象の背景には原理
や法則があることを理解する。
・自然現象を定量的に考察するため，物理量（概念）を定義
し，利用することを理解する。
・観察や実験の技能を修得する。
・観察や実験を通して科学的に探究する方法を習得する。
・課題や実験のレポートにおいて，的確に表現する方法を習
得する。

・さまざまな物理現象を論理的に考察・分析し，その本質を
原理や法則から説明できるようにする。
・観察や実験を通して，物理現象を論理的に分析的し，問題
を解決し，実験結果(事実)に基づいて科学的に判断できるよ
うにする。

・自然現象に関心をもち，科学的な見方をできるようにす
る。
・授業，実験に意欲的に参加し，論理的に探究しようとする
態度を育成する。
・学習内容について振り返り，日常生活や社会に生かすこと
ができる。

啓林館　高等学校物理基礎

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

（1､6,7組：原田光男　　　　）（2,8組：野口禎久）（3,4,5組：坂聖佳）

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2



3

合計

70

○ ○ ○ 2

第２章　物理学が拓く世界
・「物理基礎」で学んだ事柄
が，日常生活やそれを支えて
いる科学技術と結びついてい
ることを理解させる。
【知識及び技能】
①物理学が医療や情報通信，
地震から建築物を守る技術に
応用されていることがわか
る。
【思考力、判断力、表現力
等】　
①様々な技術が物理学によっ
て支えられていると考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性
等】
①物理学が日常生活で利用さ
れる様々な技術に活用されて
いることを，調べようとす
る。

（医療）見えないものを見る
Ａ超音波検査
ＢＸ線撮影
（工学）組み合わされる技術
Ａ気象衛星-可視光線と赤外線-
Ｂ電子機器-振動モーターと各種
センサー-
Ｃ自動運転-より高度な技術を目
指して-
（力学）巨大な橋を支える物理学
Ａ板状の橋の力学
Ｂ石造アーチ橋の力学
Ｃつり橋の力学
（防災）地震から建造物を守る技
術
Ａ耐震，制振，免震
Ｂ東京スカイツリーの構造

【知識及び技能】
①物理学が医療や情報通信，地震から建築
物を守る技術に応用されていることがわ
かっているか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①様々な技術が物理学によって支えられて
いると考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①物理学が日常生活で利用される様々な技
術に活用されていることを，調べようとし
たか。

○ ○ ○

○ ○ 2

第２節　交流と電磁波
・電流の種類と電磁波に
ついて理解させる。
【知識及び技能】
②磁気と電流の種類を確
認し，交流を整流に変換
するしくみがわかる。
③電磁波の種類と性質を
確認し，それぞれの利用
についてわかる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
②電流の種類と，電磁波
が周波数によって様々に
呼びかえられていること
について考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間
性等】
②交流やさまざまな波長
の電磁波について振り
返って，日常生活や社会
に生かそうとする。

Ａ交流
Ｂ電気エネルギーの利用
Ｃ電磁波の発見
Ｄ電磁波の種類とその利用

【知識及び技能】
②磁気と電流の種類を確認し，交流を整流
に変換するしくみがわかっているか。
③電磁波の種類と性質を確認し，それぞれ
の利用についてわかっているか。
【思考力、判断力、表現力等】　
②電流の種類と，電磁波が周波数によって
様々に呼びかえられていることについて考
えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
②交流やさまざまな波長の電磁波について
振り返って，日常生活や社会に生かそうと
したか。

○ ○ ○ 2

３

学

期

第

２

章

　

交

流

と

電

磁

波

第１節　電磁誘導と発電
機
・電磁誘導と発電機のし
くみについて理解させ
る。
【知識及び技能】
①交流を整流に変換する
装置の原理を理解して観
察と実験を行い，発電機
によって発生する電流の
種類を調べ，表すことが
できる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①電流と磁力を関連づけ
て，電磁誘導による発電
機の原理を理解し，考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
①電磁誘導と発電のしく
みについて振り返って，
日常生活や社会に生かそ
うとする。

Ａ磁界
Ｂ電流が磁界から受ける力
Ｃ電磁誘導

【知識及び技能】
①交流を整流に変換する装置の原理を理解
して観察と実験を行い，発電機によって発
生する電流の種類を調べ，表すことができ
たか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①電流と磁力を関連づけて，電磁誘導によ
る発電機の原理を理解し，考えることがで
きたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①電磁誘導と発電のしくみについて振り
返って，日常生活や社会に生かそうとした
か。 ○

第

５

部

　

物

理

と

私

た

ち

の

生

活

第１節　様々なエネル
ギーとその利用
・様々なエネルギー資源
が，使いやすい形態に変
換されるしくみを理解さ
せる。
【知識及び技能】
①再生可能エネルギーと
枯渇性エネルギーの違い
を示し，資源の種類と一
次エネルギーの関係がわ
かる。
②原子力エネルギーの原
理について調べ，反応に
伴って発生する放射線の
性質とその利用について
わかる。
【思考力、判断力、表現
力等】　
①多様なエネルギー資源
を利用する過程を理解
し，電気エネルギーに変
換するしくみを考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間
性等】
①エネルギーの利用に興
味をもち，電気エネル
ギーに変換されるしくみ
や，原子力発電で発生す
る放射線の種類と性質，
その利用について調べよ
うとする。

Ａエネルギーの変換と保存
Ｂ利用するエネルギーの移り変わ
り
Ｃ太陽光の利用
Ｄ化石燃料の利用
Ｅ放射線
Ｆ原子力の利用

【知識及び技能】
①再生可能エネルギーと枯渇性エネルギー
の違いを示し，資源の種類と一次エネル
ギーの関係がわかっているか。
②原子力エネルギーの原理について調べ，
反応に伴って発生する放射線の性質とその
利用についてわかっているか。
【思考力、判断力、表現力等】　
①多様なエネルギー資源を利用する過程を
理解し，電気エネルギーに変換するしくみ
を考えることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
①エネルギーの利用に興味をもち，電気エ
ネルギーに変換されるしくみや，原子力発
電で発生する放射線の種類と性質，その利
用について調べようとしたか。

第

4

部

　

電

気

と

磁

気



組

時間

中
間

24

期
末

24

中
間

28

期
末

28

東京都立八王子東高等学校

　　期末考査後にも授業を
　行う。
　　秋期講習および冬期
　講習（希望者）を行う。　平衡定数・電離平衡・緩衝溶液・溶解度積

３
学
期

学
年
末

36 　大学入学共通テストに関する問題演習
　　直前講習（希望者）
　を行う。

授
業
計
画

学期 指導内容 備考

１
学
期

　状態変化と気体の性質 　　期末考査後にも授業を
　行う。
　　夏期休業中に夏期講習
　（希望者）を行う。　固体の構造、溶液、化学変化とエネルギー

２
学
期

　化学反応の速さ、化学平衡

担当者からの
コメント

　　毎回の授業に、疑問を抱きながら臨む。授業内で解決できないことをその日に復習する。
　学習した分野をとどめて、次の新しい分野にまたつなげられるような積み重ねを怠らない。
　既に学んだことについては、自ら進んで問題演習など取り組む。

成
績
評
価

観
点

　１．化学の授業・実験に積極的に取り組めたか。
　２．物質の事物現象を化学的な見方や考え方でとらえるようになったか、または、
　　とらえる努力を試みるようになったか。
　３．実験での観察や結果から、考察を考え説明できるようになったか。
　４．授業内容を発展させた問題にも自ら進んで取り組むことができたか。

方
法

　　定期考査で学年共通テストを実施する。
　　また、実験の取り組み、実験レポートの内容、小テスト、出席状況、学習態度などを
　総合的に評価する。

学
習
の
目
標

１
学
期

　　物質の構造と状態・物質の変化について、化学結合や物質の三態、気体の法則、溶液の法則を
　通して理解する。
　　また、基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な自然観を育てる。

２
学
期

　　物質の変化と化学平衡について、化学反応速度や化学平衡、電離平衡、溶解度積を通して
　理解する。
　　また、基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な自然観を育てる。

３
学
期

　実践形式で時間配分などに留意させ、問題演習を積み重ねることで理解度を深めさせる。

使 用 教 科 書 化学　新訂版（実教出版）
Ｃ 白石　岳

使 用 副 教 材
Ｄ 桑江　大樹

単 位 数 4
Ｂ 桑江　大樹

必修選択区分 自由選択

令和５年度　授業実施計画書

学 年 ３　年 科目担当者

教 科 名 理　科
Ａ 白石　岳

科 目 名 化　学



組

時間

中
間

6

期
末

6

中
間

7

期
末

7

東京都立八王子東高等学校

　　期末考査後にも授業を
　行う。
　　秋期講習および冬期
　講習（希望者）を行う。　化学基礎を総合的に学習

３
学
期

学
年
末

9 　大学入学共通テストに関する問題演習 　個別指導を行う。

授
業
計
画

学期 指導内容 備考

１
学
期

　物質の構成　　（物質の探求、物質の構成粒子）
　物質と化学結合（イオン結合、共有結合、金属結合）

　　期末考査後にも授業を
　行う。
　　夏期休業中に夏期講習
　（希望者）を行う。　物質の変化　　（物質量と化学反応式、酸と塩基）

２
学
期

　物質の変化　　（酸化還元反応）
　化学と人間生活

担当者からの
コメント

　　毎回の授業内で問題演習を行い、解決できないことをその日に復習する。
　　学習した分野の確実な理解・定着に努め、すでに学んだことについては、
　自ら進んで問題演習などに取り組む。

成
績
評
価

観
点

　１．化学の授業・実験に積極的に取り組めたか。
　２．物質の事物現象を化学的な見方や考え方でとらえるようになったか、または、
　　とらえる努力を試みるようになったか。
　３．実験での観察や結果から、考察を考え説明できるようになったか。
　４．授業内容を発展させた問題にも自ら進んで取り組むことができたか。

方
法

　　定期考査で学年共通テストを実施する。
　　また、実験の取り組み、実験レポートの内容、小テスト、出席状況、学習態度などを
　総合的に評価する。

学
習
の
目
標

１
学
期

　原子の構造及び電子配置と周期律、化学反応の量的関係、酸と塩基の反応について理解する。
　実験を通し、物質について微視的な見方ができるようにする。

２
学
期

　酸化還元反応、イオン化傾向、電池、身近な物質について理解する。
　実験を通し、物質について微視的な見方ができるようにする。

３
学
期

　大学入学共通テストに関する問題演習を行うことで理解を深める。

使 用 教 科 書 化学基礎　新訂版（実教出版）
Ｃ 足立　由加里

使 用 副 教 材
Ｄ 桑江　大樹

単 位 数 1
Ｂ 足立　由加里

必修選択区分 自由選択

令和５年度　授業実施計画書

学 年 ３　年 科目担当者

教 科 名 理　科
Ａ 桑江　大樹

科 目 名 化学基礎



組

時間

中
間

36

期
末

36

中
間

42

期
末

42

東京都立八王子東高等学校

学習内容に関する実験を行
う。
秋期講習、冬期講習を有効活
用する。生物の環境応答、生物の進化と系統

大学共通テスト対策演習、二次対策演習

３
学
期

学
年
末

54 大学入学共通テスト対策演習、二次試験対策演習
直前講習の有効活用、及び添
削指導を行う。

授
業
計
画

学期 指導内容 備考

１
学
期

生命現象と物質、生態と環境 スポット講習、夏期講習を有
効活用を効果的に行う。
学習内容に関する実験を行
う。

生命現象と物質、生殖と発生
生態と環境、生物の進化と系統

２
学
期

生殖と発生、生物の環境応答
生物の進化と系統

担当者からの
コメント

　生物基礎と生物の学習を通して、生命現象についての理解を深めてほしい。

成
績
評
価

観
点

　１．授業や実験・実習に意欲的に取り組んでいるか。
　２．復習を通して、教科内容の理解ができたか。
　３．生命現象について、科学的なものの見方、考え方ができるようになったか。

方
法

　　出席状況、授業、実験や実習への取組、定期テストや小テストの結果、実験レポート内容等
　を総合的に勘案して行う。

学
習
の
目
標

１
学
期

　・　生命現象と物質についての学習を行い、理解する。
　・　生殖と発生についての学習を行い、理解を深める。
　・　生態と環境についての学習を行い、理解を深める。

２
学
期

　・　生殖と発生についての学習を行い理解を深める。
　・　生物の環境応答についての学習を行い、理解を深める。
　・　生物の進化と系統についての学習を行い、理解を深める。

３
学
期

　・　問題の実験の意味の理解、データの読み方、長文のまとめ方など、実践的な学習を行う。
　・　志望校対策に重点を置き、直前の自信と実力をつけるように留意する｡

ＣＤ
長尾　嘉崇
森下　忠志

使 用 副 教 材

スクエア最新生物図説(第一学習社)

改訂ニューグローバル生物（東京書籍）

単 位 数 6

必修選択区分 自由選択

使 用 教 科 書 改訂版生物（数研出版）

令和５年度　授業実施計画書

学 年 ３　年 科目担当者

教 科 名 理　科

ＡＢ
長尾　嘉崇
森下　忠志

科 目 名 生　物



組

時間

中
間

6

期
末

6

中
間

7

期
末

7

東京都立八王子東高等学校

　　秋期講習、放課後補習
　等も実施。

　生物基礎全範囲の演習と解説

３
学
期

学
年
末

9 　大学入学共通テスト対策演習
　　直前講習を活用して
　実践力、応用力、思考力
　を高める。

授
業
計
画

学期 指導内容 備考

１
学
期

　「生物の多様性・共通性」「細胞とエネルギー」
　　夏期講習、放課後補習
　等も実施。

　「遺伝子とその働き」「内部環境と恒常性」

２
学
期

　「多様性とバイオーム」「生態系とその保全」

担当者からの
コメント

　　現在学習している内容が、他の単元とどのような結びつきがあるのかを明確化し、
　広い視点、狭い視点を交互に使い分けながら知識を定着させていってほしい。

成
績
評
価

観
点

　１．授業に意欲的に取り組んだか。
　２．授業内容、特に科学的な考え方をどの程度理解できたか。
　３．問題演習を通して応用力が身についたか。

方
法

　定期テスト、毎時間実施する小テスト、実験の記録などを、総合的に評価する。

学
習
の
目
標

１
学
期

　生物基礎全範囲に対して、演習を通し理解を深め、知識を定着させる。

２
学
期

　生物基礎の全内容について演習を行い、実践力、応用力をつける。

３
学
期

　生物基礎の全内容について演習を行い、実践力、応用力、思考力をつける。

使 用 教 科 書 生物基礎（実教出版）
Ｃ 長尾　嘉崇

使 用 副 教 材

スクエア最新生物図説(第一学習社)

改訂ニューグローバル生物基礎（東京書籍）
Ｄ 長尾　嘉崇

大学入学共通テスト対策チェック＆演習 生物基礎（数研出版）

単 位 数 1
Ｂ 長尾　嘉崇

必修選択区分 自由選択

令和５年度　授業実施計画書

学 年 ３　年 科目担当者

教 科 名 理　科
Ａ 長尾　嘉崇

科 目 名 生物基礎



組

時間

中
間

36

期
末

36

中
間

42

期
末

42

東京都立八王子東高等学校

秋期講習で講義を行い授業を
進める。冬期講習で共通テス
ト対策を行う。　電磁誘導、交流回路、電磁波、原子、原子核

３
学
期

学
年
末

54 　大学入学共通テスト・２次試験対策
直前講習で私大・国公立個別
試験対策を行う。

授
業
計
画

学期 指導内容 備考

１
学
期

　２次元の運動、運動量、円運動、単振動、万有引力
夏期講習で講義を行い授業を
進める。

　２次元の波動の性質、光波、熱力学

２
学
期

　静電気、電流、磁気

担当者からの
コメント

物理は積み重ねの学問なので、毎回の授業後に必ず復習し次の授業に備える。復習なしでは授業につい
て行けない。また、授業で行った内容に合わせて問題集を積極的に解き、不明な点は遠慮なく質問する
こと。

成
績
評
価

観
点

　・　物理の授業に積極的に参加したか。
　・　理論的にあるいは実験観察から物理現象を理解できたか。
　・　数式の意味を、暗記ではなく物理的に理解し、結果を算出できるか。

方
法

４回の定期考査の結果および生徒実験のレポートやその他の提出物、出席状況、学習態度などを考慮し
て、総合的に評価する。

学
習
の
目
標

１
学
期

２次元の運動、運動量、円運動、単振動、万有引力、熱力学、２次元の波動の性質、光波について、基
本的な概念を実験や講義を通して理解する。

２
学
期

静電気、電流、磁気、電磁誘導、交流、原子、原子核について基本的な概念を実験や講義を通して理解
する。

３
学
期

発展的な物理現象についての理解を深める。

使 用 教 科 書 物理　改訂版（啓林館）
Ｃ 野口　禎久

使 用 副 教 材

チェック＆演習　物理（数研出版）

物理重要問題集（数研出版）
Ｄ 坂　聖佳

単 位 数 6
Ｂ 坂　聖佳

必修選択区分 自由選択

令和５年度　授業実施計画書

学 年 ３　年 科目担当者

教 科 名 理　科
Ａ 野口　禎久

科 目 名 物　理



組

時間

中
間

6

期
末

6

中
間

7

期
末

7

東京都立八王子東高等学校

共通テスト新傾向対策とし
て、観察・実験も取り入れ
る。プレテストの問題も利用
する。

物理基礎全般について、旧センター・共通テストの過去問演習を
する。

３
学
期

学
年
末

9 共通テストに対応できる力をつける。 個別対応

授
業
計
画

学期 指導内容 備考

１
学
期

運動の表し方、いろいろな力と力のつりあい、運動の法則、液体
や気体から受ける力について実験と演習を通じて学ぶ。 共通テスト新傾向対策とし

て、観察・実験も取り入れ
る。仕事とエネルギー、熱とエネルギー、波の性質、音について、実

験と演習を通じて学ぶ。

２
学
期

物質の電気抵抗、交流と電磁波、エネルギーとその利用につい
て、実験と演習を通じて学ぶ。

担当者からの
コメント

　９月頃までは基礎理解を第一とし、その後演習を通じて力をつける。

成
績
評
価

観
点

　１．授業・演習に積極的に取り組めたか。
　２．実験・観察に積極的に取り組めたか。
　３．身の回りの物理現象を、理解して説明することに取り組めたか。

方
法

　　定期考査で学年共通テストを実施する。
　　また、実験の取り組み、問題演習、出席状況、学習態度などを総合的に評価する。

学
習
の
目
標

１
学
期

運動の表し方、いろいろな力と力のつりあい、運動の法則、液体や気体から受ける力、仕事とエネル
ギー、熱とエネルギー、波の性質、音について基礎事項の理解を確実にする。

２
学
期

物質の電気抵抗、交流と電磁波、エネルギーとその利用について基礎事項の理解を確実にする。
大学入学共通テストに向けて実力をつける。

３
学
期

　大学入学共通テストに向けて実力をつける。

② 野口　禎久
使 用 副 教 材

チェック&演習　物理基礎（数研出版）

単 位 数 1

必修選択区分 自由選択

使 用 教 科 書 物理基礎　改訂版（啓林館）

令和５年度　授業実施計画書

学 年 ３　年 科目担当者

教 科 名 理　科

① 野口　禎久
科 目 名 物理基礎


